
検討会において、平成28年熊本地震時の医療活動の検証を行った際に、指摘された課題 
（平成28年９月９日） 

・ロジスティックチームの派遣の迅速化及び機能強化 
・災害医療コーディネート体制の強化と各地域での連携体制の構築 
・DMATの急性期活動から、急性期以降・慢性期活動を担う医療救護班への円滑な引継ぎ 
・EMIS導入を含めた各医療機関の業務継続計画の整備 

災害拠点病院指定要件の一部改正について 
（平成29年３月31日付け医政局長通知） 

災害拠点病院の指定要件として、災害拠点病院の運営体制について以下の要件を満たすことを追加
すること。 
①被災後、早期に診療機能を回復できるよう、業務継続計画の整備を行っていること。 
②整備された業務継続計画に基づき、被災した状況を想定した研修及び訓練を実施すること。 

③地域の第二次救急医療機関及び地域医師会、日本赤十字社等の医療関係団体とともに定期的な
訓練を実施すること。また、災害時に地域の医療機関への支援を行うための体制を整えていること。 
（要件を満たしていないものについては平成31年３月までに整備し、又は実施することを前提に、指定
を継続することも可能とする。） 

改正の概要 

○ 医療計画の見直し等における検討会において、「医療機関の業務継続計画の整備」等が今後
の課題とされた。 

○ 平成29年度より、災害拠点病院の業務継続計画策定等を義務化。 
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